
　（別添７） 事業所名　グループホーム小倉ゲンジョウ

2  目標達成計画 作成日：　令和　4年　6月　18日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 49

〇日常定期な外出支援について
現在、コロナ禍という状況であるため、感染の怖
さからコロナ前よりも、買い物や外食の外出が
少なくなっている。そのため、利用者の楽しみが
減っていることが課題。

個別で買い物や外食など支援が今よりもで
きるようになる。

コロナの状況にもよるが、マスク、消毒等感染対策を
十分に行ったうえで、利用者から希望があれば、買
い物や外食に行くようにする。

12ヶ月

2 4

〇運営推進会議を活かした取り組みについて
現在、コロナの状況により、昨年度は文書での
開催のみで会議を行ったが対面での会議が行
えていないのが課題。

文書よりも対面でのほうが活動内容等を詳し
く説明しやすく、意見やアドバイス等も委員の
方に言ってもらいやすいので対面で、運営推
進会議ができるようになる。

対面での開催の理解を各委員に得て、感染対
策を十分に行ったうえで開催するようにする。

6ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


